
令和６年度 第２回 都田南小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

 

１ 開催日時   令和６年６月１１日（火） １５時００分から１６時００分まで 

２ 開催場所   都田南小学校 ふれあいルーム 

３ 出席委員   石田 由紀子、神間 智博(途中出席)、長谷川 卓人、牧田 景子、 

中安 和美、山本 昌美、 

４ 欠席委員   山本 数馬 

５ オブザーバー 伊藤 賢典(都田協働センター) 

６ 学校支援コーディネーター 信澤 麻里恵（途中退席）、笠原 真衣 

７ 学  校   山下 淳(校長)、尾上 清(教頭)、谷野 文彦(CS担当教諭)、 

服部 美保(CSディレクター)  

８ 教育委員会  牧野 知子(教育総務課) 

９ 傍聴者   なし 

１０ 会議録作成者 CSディレクター 服部 美保 

１１ 協議事項  

（１）校内教育活動、地域との連携について 

（２）今後の学校経営について 

１２ 報告 

（１）ＣＳ活動報告 

１３ 会議記録 

司会の谷野教諭から委員総数７人のうち６人の出席があり、過半数に達しているため、

会議が成立している旨の報告があった。 

（１）校内教育活動、地域との連携について 

議長の中安委員が校内教育活動、地域との連携について意見を求めたところ、委 

員からは以下の発言があった。 

・本日の音楽鑑賞教室について。普段出掛けていかないと観られないような素晴ら 

しい演奏だった。子供たちから自然に手拍子が出てきたのが良いなと思った。（牧田 

委員） 

・校内を回ってみて、先生も児童もとても良い表情をしていると感じた。先生の言 

葉遣いが丁寧で感心した。教室の入り口にいる児童に声掛けをしたところ、「理科が 

楽しい。」と言っていて嬉しくなった。（山本委員） 

・先日の運動会では先生の無駄のない動きに感動した。時間も大きくずれることな 

く素晴らしいと思った。校内を回り掲示物を見たが、最近は「ら」抜き言葉を訂正 

しているのかどうかが少し気になった。靴箱がきれいに揃えられていて素晴らしい。 

ふざけてしまう子供への先生の対応の仕方が的確で良い。教室の気温が丁度良く調 

整されていると思った。 

（石田委員） 

 



・音楽鑑賞教室は大人も子供も楽しめてとても良かった。生の音楽を感じること 

ができ、心の成長には良い取り組みだと思う。これからも生の音楽にたくさんふれ

てほしいと思う。外国語の授業では、子供たちが自然に英語を発していて自分の頃

の授業とは違うなと感じた。（信澤学校支援コーディネーター） 

・運動会ではコロナの制限もなく、色々な学年の競技を見ることができて楽しかっ 

た。保護者だけでなく、地域の方にも見てもらえると賑やかで楽しくなると思った。 

（笠原学校支援コーディネーター） 

・地域との連携について。新都田に楽器の指導者がいる。そういう人に演奏して 

もらうのも良いと思う。（牧田委員） 

・社会福祉協議会でトーンチャイムの演奏をする高齢者のグループがある。交流 

することでその方たちのやりがいにもなるし、子供たちの体験も可能と思う。 

（神間委員） 

・人材の発掘は蓄積していくしかない。（中安委員） 

・海外の生活を通して感じることは、日本人は日本の中だけで競っている感じ。 

もっと外に目を向けるべき。（長谷川委員） 

・学校の教育目的は子供の社会化だと思う。先生の頑張りを地域で応援していく 

必要があるが、地域の方にはなかなか浸透しないのが現実。色々な体験は必要だ 

が、まず授業を大切にしてほしい。学校経営は学校が主体で一貫性を持ってや 

って欲しい。それを私達が応援するというスタンスが良いと思う。（山本委員） 

・学校がやりたいことをやれば、委員としてそれを応援したいと思う。都田南小 

学校独自の学校運営をしてほしい。（神間委員） 

・普段この会議に参加していない教員も、委員の方との話ができる機会があれば 

良いと思う。委員の方の顔も分かるし、今の学校の課題を話し合うこともできる。 

夏の研修等検討したい。（山下校長） 

・地域には自治会、民生委員、社会福祉協議会等色々なリーダーがいる。どこまで 

呼ぶのかという問題もある。（神間委員） 

・意識が違う人も入れて話し合うことが重要だと思う。エネルギーのある人は大 

切で、話し合いができれば、将来周りを引っ張っていってくれる人材になる。 

（牧田委員） 

（２）今後の学校経営について 

山下校長から今後の学校経営について説明があった。浜松市が掲げている「はま 

まつひとづくり未来プラン」の中でウェルビーイングというキーワードがある。ウ 

ェルビーイングを実現させるために「学んで良かった」「努力してよかった」「自分 

が学んだことを使った結果、他の人を幸せにできた」と思える経験を積むことが大 

切。この考えを来年度のグランドデザインに反映していきたい。 

 

報告 

学校支援コーディネーターの牧田委員から近況報告があった。ボランティア募集 

のための公式 LINEを立ち上げたので、校内の掲示板に掲示する予定。内容を知っ 

てもらうために先生方にも是非登録してほしい。 


